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令 和 ８ 年 度 新 年 度 を 迎 え て

四日市労働基準監督署長 久保田 洋一

本年４月１日付け人事異動により、四日市労働基準監督署長を拝命しました。

どうぞよろしくお願いいたします。

桑名労働基準協会会員の皆様方には、平素より、労働基準行政の推進に格別の

御支援と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、労働災害の防止について、昨年の四日市労働基準監督署管内における労働災害による死亡者

数は２月末現在で３人と前年同期比５人減少、休業４日以上の死傷者数は２月末現在で 804 人と前

年同期比 12 人増加となっております。

特に、転倒や腰痛といった労働者の作業行動に起因する死傷災害、墜落・転落などの死亡災害が依

然として後を絶ちません。中でも、６０歳以上の高年齢労働者の労働災害が顕著に増加しています。

労働災害を減らし、労働者一人一人が安全に働くことができる職場環境を築くためには、令和５

年度からスタートした第 14 次労働災害防止計画に基づく施策を着実に推進するための不断の努力

が必要であり、同計画の最終年次である令和９年度の総括に向け、令和８年度においても、労使一

丸となった取組が求められます。

当署においては、管内の労働災害発生状況を踏まえて重点対象を定め、「令和８年死亡災害撲滅・

アンダー777 ほくせい」等の取組を推進しますので、労働災害防止に取り組んでいただきますようお

願いいたします。

次に、長時間労働抑制について、当署に編成した「労働時間相談・支援班」において、説明会の開

催や中小規模の事業場への個別訪問により、改正労働基準法等の周知及び時間外・休日労働に関する

協定届の作成方法の教示等相談・支援等を引き続き実施します。一方、過重労働による健康障害を防

止するため、労働基準法の遵守徹底を図るとともに、特に、各種情報から時間外・休日労働時間数が

1 か月当たり８０時間を超えると考えられる事業場等に対し、監督指導を徹底します。

また、過労死等の防止のための対策については、１１月には過重労働の解消に向けたキャンペーン

を実施し、長時間労働抑制に向けた集中的な啓発活動を行います。

労災補償対策について、引き続き、労災保険給付の請求について、迅速な事務処理を行い、適正に

認定します。特に、近年増加している過労死等事案（精神障害、脳・心臓疾患）については、認定基

準に基づき、迅速・公正な処理を行ってまいります。

末筆ながら、貴協会の益々のご発展と会員企業の皆様のご多幸を祈念いたしまして、新年度のご

挨拶とさせていただきます。
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四日市労働基準監督署（四日市市・桑名市・いなべ市・桑名郡・員弁郡・三重郡地域）では、三重労働局で第 14 次労働災害防止計

画（Ｒ5年からＲ9年まで）において推進する「死亡災害ゼロ アンダー2,000みえ推進運動」（死亡災害の撲滅 死傷者数2,000

人未満）と併せ、労働災害発生の傾向を踏まえて重点対象を定め、「死亡災害撲滅」「死傷者数777人未満」を目指します


